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和
琴
と
催
馬
楽
と

|
御
遊
に
お
け
る
源
藤
氏
流
お
よ
び
広
井
女
王
|

藤
原

茂
樹

は
じ
め
に

誰
の
口
か
ら
現
れ
た
の
か
、
民
間
に
歌
l

後
に
部
曲
と
も
風
俗
と
も
い
わ
れ
る
ー
が
流
れ
は
じ
め
る
。
や
が
て
、
こ
こ
か
し
こ
に
風
が
渡

る
よ
う
に
、
民
衆
に
息
づ
い
て
い
た
野
卑
で
、
だ
が
清
心
な
情
感
が
い
つ
し
か
上
流
の
貴
公
子
た
ち
に
吹
き
渡
り
、
に
わ
か
に
洗
練
を
得
て

広
が
り
、
よ
う
や
く
新
し
い
催
馬
楽
と
い
う
文
芸
が
声
を
あ
げ
る
。
そ
の
は
じ
ま
り
の
頃
に
つ
き
、
こ
の
論
は
短
い
筆
を
用
い
て
想
像
を
め

ぐ
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
歴
史
の
上
で
は
、
平
安
朝
初
め
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
『
御
遊
抄
』
を
聞
い
て
み
る
。
そ
し

て
ま
た
、

一
定
の
限
定
を
し
て
調
べ
仮
説
を
得
る
よ
う
に
し
た
。
対
象
を
、
掲
載
さ
れ
た
も
の
の
中
で
、
古
い
条
か
ら
一
二

O
O
年
ま
で
と

限
定
し
て
御
遊
記
事
と
し
た
。
そ
こ
で
は
、
催
馬
楽
が
歌
わ
れ
た
最
も
晴
れ
が
ま
し
い
御
遊
の
数
々
が
断
片
的
な
記
事
と
と
も
に
立
ち
現
れ

て
く
る
。
殊
に
は
、
源
氏
流
・
藤
氏
流
の
人
々
(
続
群
書
類
従
管
弦
部
『
催
馬
楽
師
伝
相
承
」
に
依
拠
)
の
役
割
に
つ
い
て
み
る
こ
と
が
、

小
論
の
主
眼
と
な
る
。
や
が
て
、
こ
の
文
が
、
催
馬
楽
の
は
じ
ま
り
に
粛
然
と
座
す
広
井
女
王
の
も
と
へ
と
到
れ
ば
、
お
お
よ
そ
の
意
図
は

果
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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宴
の
役
割

『
催
馬
楽
師
伝
相
承
』
に
み
る
系
図
「
源
氏
催
馬
楽
師
伝
相
承
」
「
藤
氏
催
馬
楽
師
伝
相
承
」
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
源
氏
(
敦
実
親
王j
資

賢
)
十
五
人
、
藤
氏
(
博
雅
j

宗
平
)
十
四
人
の
、
催
馬
楽
の
流
儀
を
伝
え
た
名
前
が
み
え
る
。
摘
記
す
る
。

〈
源
氏
催
馬
楽
師
伝
相
承
〉

ー
公
任

1

通
家

1

公
継

敦
実
親
王
|
|
源
雅
信
|
|
時
中
!
l
「
湾
政
ー
l

資
通
|
|
政
長
|
|
有
賢
ー
ー
ー
資
賢l
下
雅
賢
L
l

有
雅
l
l

資
雅

「
資
時

〈
藤
氏
催
馬
楽
師
伝
相
承
〉

ー
定
能

博
雅
|
|
至
光
|
|
頼
宗
|
|
俊
家
|
|
宗
俊
ー
ー
ー
宗
忠
|
|
宗
能
1
1

宗
{
|
丁
隆
房
|
|
隆
仲

「
師
長
「
宗
経
|
|
宗
平

こ
れ
を
、
『
御
遊
抄
』
に
お
け
る
、
催
馬
楽
の
歌
わ
れ
た
宴
の
記
事
と
照
合
さ
せ
て
み
る
。
す
る
と
、
そ
こ
に
は
ひ
と
つ
の
傾
向
が
あ
る

こ
と
に
気
づ
く
。
そ
の
こ
と
を
こ
こ
に
述
べ
て
お
く
。
『
御
遊
抄
』
記
事
か
ら
、
た
と
え
ば
、
以
下
の
二
例
を
そ
の
モ
デ
ル
と
す
る
と
き
、

-23-(574) 



天
暦
五
年
記
事
で
は
、
和
琴
を
担
当
し
た
藤
氏
の
源
博
雅
の
み
を
摘
出
し
、
寛
弘
九
年
記
事
で
は
、
源
氏
の
拍
子
「
公
任
」
・
笛
「
済
政
」

用
し
た
。

の
み
を
摘
出
し
た
も
の
を
、
つ
ぎ
に
掲
出
す
る
表
一
「
御
遊
抄
』
調
査

舟ん・

主乞

朝
忠
朝
臣

天
暦
五
年
正
月
二
十
三
日

九
五
一
年

O
内
宴

比
巴

延
光
朝
臣

右
近
中
将
藤
原
朝
臣

等

左
大
臣
実
頼

五重三
'寸

式
部
卿
重
明
親
王

和
琴
中
務
大
輔
博
雅
朝
臣

安
名
尊

春
鴛
融
情

O
清
暑
堂
御
遊

三
条
院

拍
子

権
大
納
言
公
任

笛

済
政
朝
臣

和
琴

知
光
朝
臣

安
名
尊

鳥
破

呂

席
回

葛
城

寛
弘
九
年
十
一
月
二
十
四
日

蓑
山

宴
に
お
け
る
源
氏
藤
氏
の
役
割
一
に
記
事
化
す
る
と
い
う
仕
方
を
採

一
O

一
二
年
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律
無
之

『
御
遊
抄
」
調
査

西
暦

甲
山
叫H・H

・N
U

]
{
C
H
M
-
-
H

・N
h
H

]
{
C
いw
a
-
-
H
・
]
{
甲

]
-
c
h
F
a
-
-
H

・H吋

H
o
a∞
-
H
H・N
h
H

H
C、
司h
H・
]
ニ-
N
U

]
-
(
)
∞
吋
・
]
ニ
・

M
M

同
(
)
∞
甲
山
・

H
H

]
-
(
)
匂
。

-
M
-
M
い

H
C唱
。-
u・H
H

H
H
o
u
-
-
-
u
 

]
ニc
u
-
u
-
u

宴
に
お
け
る
源
氏
藤
氏
の
役
割

源
氏

内
宴

清
暑
堂

公
任
拍
子

清
暑
堂

資
通
比
巴

清
暑
堂

資
通
比
巴

清
暑
堂

(
師
賢
綾
小
路

清
暑
堂

政
長
笛
(
師
賢

清
暑
堂

政
長
付
寄
・
和
琴

政
長
拍
子
・
唱
歌
・
寄
席
田

朝
観
行
幸

臨
時
御
会

中
殿
御
会

朝
観
行
幸

中
殿
御
会

済
政
笛

和
琴
)和

琴
)

藤
氏

博
雅
和
琴

頼
宗
拍
子

頼
宗
拍
子

俊
家
拍
子

俊
家
拍
子

宗
忠
付
寄
・
等

宗
忠
生

宗
忠
付
寄

宗
忠
拍
子

宗
忠
拍
子

俊
家
等
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宗
俊
笛

宗
能
付
寄
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-
H
C
、
戸
以
-
a

]
ニC
∞
・
]
ニ
・
日
∞

-
H
C甲
・h
F・N
、
司

-
]
己0

・N
・N
h
p

H
H
H
M・M
・
円
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-
-
H
U
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-
]
ニa

・h
F・N
甲

]
{
]
(
]
{
斗
・
凶
・

1
1

]
{
]
己
∞
-
N・]
{
C

]
ニ
一
{
。
-
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一
一
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H
H
N
0・N
・N

]
ニ
一
N
H・M

・N
甲

]
ニN
N・N
・-
C

]
-
H
N
い
・
。-
N
U

H
H
N
U・H
0・
]
{
∞

-
HいN
U
-
-
-
-
N
C

]
ニN
h宇
・H・u

朝
親
行
幸

清
暑
堂
摂
政

朝
説
行
幸

朝
観
行
幸

朝
観
行
幸

朝
観
行
幸

朝
親
行
幸

朝
観
行
幸

朝
親
行
幸

月
日
二
丁
長
十

式
住
寸
廿
恩
再
ペ
イ
l
ゴ
占
寸

朝
観
行
幸

朝
観
行
幸

目
見
一
丁
長
十

苦
手
間
宮
ノ
イ
ゴ
古a

清
暑
堂
院
拍
子
合

清
暑
堂
新
院
拍
子
合

清
暑
堂

朝
観
行
幸

有
賢
和
琴

宗
忠
拍
子

宗
忠
一
部

刀す

申

拍
子

，土，

刀可

申
Jtユρ

拍
子

刀て

，忠
拍
子

宗
忠
拍
子

有
賢
付
寄

宗
忠
拍
子

宗
忠
拍
子

r.!7 
刀す

申
J~、

拍
子

刀可

申

拍
子

刀t

J忠
拍
子

，三ァ
刀す

申
J~、

拍
子

有
賢
和
琴

刀て

申
J~、

拍
子

宗
忠
拍
子

万三
申
J~、

拍
子

有
賢
和
琴

宗
能
付
寄

有
賢
和
琴

宗
忠
拍
子
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宗
能
付
寄

宗
能
付
寄
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H
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N
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恥
砕
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]
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H
h
H
U
・
一
{
・
h
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朝
親
行
幸

宗
忠
拍
子

朝
観
行
幸

有
賢
和
琴

宗
忠
拍
子

朝
観
行
幸

有
賢
笠

宗
忠
拍
子

目
見
一
丁
長
十

世
工
品
事
才
l

ゴ
当
寸

有
賢
笠

宗
忠
拍
子

朝
親
行
幸

有
賢
和
琴

宗
忠
拍
子

朝
観
行
幸

有
賢
和
琴

宗
忠
拍
子

朝
観
行
幸

有
賢
和
琴

刀す

忠
拍
子

朝
現
行
幸

宗
忠
拍
子

朝
現
行
幸

資
賢
和
琴

宗
忠
拍
子

日
リ
阿
見
一
丁
羊F

1
与
苗
T
T

ゴ
当
，

刀t

，忠
拍
子

朝
親
行
幸

資
賢
付
寄

宗
忠
拍
子

朝
観
行
幸

資
賢
和
琴

宗
忠
拍
子

朝
観
行
幸

朝
観
行
幸

資
賢
和
琴

資
賢
和
琴

宗
能
拍
子

清
暑
堂

資
賢
和
琴

朝
観
行
幸

資
賢
付
寄

朝
観
行
幸

資
賢
和
琴

宗
能
付
寄

宗
能
付
寄

-27-

宗
能
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定
能
比
巴
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朝
観
行
幸

朝
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朝
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朝
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幸

R
門
叶
阿
兄
一
丁
ニ
主
「

・
芭
守
骨
盟
主
T

呈
寸

清
暑
堂

朝
観
行
幸

内
宴

清
暑
堂
二
条
院

朝
親
行
幸

月
日
祐
一
丁
芸
'

言
寸
話
完
才
l
.
平
司

朝
親
行
幸

清
暑
堂
六
条
院

臨
時
客

朝
観
行
幸

清
暑
堂
院
拍
子
合

資
賢
和
琴

資
賢
和
琴

資
賢
和
琴

資
賢
和
琴

資
賢
和
琴

資
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寄
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資
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資
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琴

資
賢
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寄

資
賢
拍
子

資
賢
拍
子

雅
賢
付
寄

資
賢
勿
打
拍
子
唱
催
馬
楽

資
賢
拍
子

資
賢
拍
子

雅
賢
付
寄

宗
能
付
歌

宗
能
等

{
示
能
山
峠
生

宗
家
付
寄

宗
家
拍
子

定
能
筆
築

隆
房
笠

師
長
比
巴

定
能
筆
集

師
長
等

定
能
筆
築

(569) -28 

師
長
比
巴

宗
家
(
第
打
拍
子
唱
催
馬
楽
)

定
能
筆
集

宗
家
拍
子

{
疋
能
筆
築
隆
房
盆



-
H
a∞
・
]
{
]
{
・

N
h
F

]
{
]
{
弘
司
・

h
p・N
∞

H
-
-可。-
-
-
u

]
一
戸
、
司
、
川
・

H
N・N
a

]
ニ
吋
∞-
a・
]
{
、
司

H
H
M
W
M

・H
H・H
U

-
H∞
いN・H
H・
]
(
∞

】
]
{
∞
い

N・
]
{
]
{
・

N
a

-
]
{
∞
ぃ
・

-
-
N

]
ニ
∞h
H・
]
ニ
・
H
U

H
H∞
h
H・-
H・N
O

-
H甲
山
川
・
H

・N

]
ニ
。
∞
・
]
ニ
・

H
a

]
己
申
∞
・
]
ニ
・

N
h
p

清
暑
堂
高
倉
院

朝
観
行
幸

朝
親
行
幸

御
著
袴

中
殿
御
会

清
暑
堂
院
拍
子
合

清
暑
堂
摂
政
拍
子
合

清
暑
堂
安
徳
天
皇

臨
時
客

院
拍
子
合

清
暑
堂
後
鳥
羽
院

臨
時
客

院
拍
子
合

清
暑
堂
土
御
門
院

資
賢
拍
子

資
賢
拍
子

資
賢
拍
子

雅
賢
和
琴

雅
賢
和
琴

雅
賢
和
琴

雅
賢
和
琴

雅
賢
和
琴

雅
賢
和
琴

有
雅
和
琴

有
雅
和
琴

雅
賢
付
寄

雅
賢
付
寄

雅
賢
付
寄

資
時
朗
詠
今
様
等
出

資
時
付
寄

定
能
筆
築

隆
房
笠

隆
房
笠

。
一
小
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山
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家
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定
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述
べ
た
よ
う
に
、
右
表
の
人
物
名
の
掲
出
は
、
『
催
馬
楽
師
伝
相
承
』
(
掲
出
し
た
系
図
の
太
字
は
右
記
事
に
み
え
る
人
物
を
示
す
)
に
名

(568) 

を
見
る
者
と
の
照
合
に
特
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
九
五
一
年

j

一
一
九
八
年
に
わ
た
る
御
遊
の
音
楽
担
当
者
と
し
て
名
を
現
す
源



氏
藤
氏
二
流
の
人
物
た
ち
が
、
『
催
馬
楽
師
伝
相
承
』
に
名
を
連
ね
る
人
物
た
ち
と
幅
広
く
重
な
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
で
き
る
。
綾
小
路

(567) 

家
の
源
有
俊
が
集
め
て
記
録
し
た
『
御
遊
抄
』
は
、
そ
の
性
格
上
九
|
十
世
紀
の
資
料
に
は
手
薄
な
傾
向
と
、
十
一
ー
ー
十
二
世
紀
の
記
事
に

は
厚
い
と
い
う
傾
向
を
も
ち
、
そ
の
範
囲
で
の
限
定
的
判
断
に
よ
る
が
、
こ
う
し
た
か
た
ち
で
両
書
に
み
る
者
が
満
遍
な
い
と
い
え
る
ほ
ど

重
な
る
こ
と
は
、
源
氏
・
藤
氏
流
が
、
御
遊
に
お
け
る
催
馬
楽
演
奏
の
主
た
る
存
在
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
事
例
と
し
て
確
認
で

き
る
。
同
時
に
、
こ
れ
に
み
る
照
合
は
、
右
記
事
群
に
よ
り
平
安
朝
宮
廷
に
お
け
る
催
馬
楽
演
奏
に
お
け
る
役
割
の
傾
向
を
見
出
そ
う
と
す

る
こ
と
に
一
定
の
信
頼
を
も
た
せ
る
。

と
こ
ろ
で
、
表
に
掲
出
し
た
記
事
の
範
囲
で
特
徴
を
略
記
す
る
と
、
ま
ず
〈
付
歌
・
笛
・
比
巴
・
笠
〉
は
、
源
氏
・
藤
氏
の
両
派
に
よ
り

な
さ
れ
て
い
る
。
対
し
て
、
〈
等
・
筆
集
〉
は
、
源
氏
流
の
所
為
に
は
み
え
ず
、
一
方
の
藤
氏
流
に
み
え
る
。
た
だ
、
そ
の
事
例
(
筆
四
人

30-

各
一
例
・
筆
集
一
人
十
二
例
)
は
少
な
く
、
藤
氏
の
専
有
芸
と
い
え
る
ほ
ど
で
は
な
い
。
催
馬
楽
の
歌
わ
れ
た
御
遊
に
お
い
て
、
顕
著
な
の

は
、
藤
氏
の
七
代
(
計
四
十
三
例
)
が
御
遊
に
お
い
て
〈
拍
子
〉
を
務
め
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
源
氏
の
拍
子
が
、
三
代
(
十
例
)
に
限
る

こ
と
に
、
両
流
の
相
違
を
み
る
。
『
御
遊
抄
』
に
照
ら
す
か
ぎ
り
、
少
な
く
と
も
、
十
一
|
十
二
世
紀
の
二
百
年
間
は
、
藤
氏
が
催
馬
楽
拍

子
の
役
割
を
得
意
と
し
た
傾
向
が
み
え
る
。
こ
の
一
流
に
催
馬
楽
の
人
材
が
出
た
時
代
と
い
え
る
。

一
方
源
氏
に
お
い
て
、
御
遊
に
お
け
る

対
称
的
な
役
割
は
、
〈
和
琴
〉
(
政
長
・
有
賢
・
資
賢
・
雅
賢
・
有
雅
五
代
三
十
二
例
)
で
あ
る
。
和
琴
の
役
割
は
、
藤
氏
に
お
い
て
は
、
始

祖
源
博
雅
が
九
五
一
年
に
務
め
た
が
、
そ
れ
以
外
に
は
見
る
こ
と
が
な
い
。
も
っ
と
も
、
和
琴
奏
者
に
は
、
こ
う
し
た
家
以
外
に
も
時
々
の

上
手
が
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
源
氏
以
外
の
人
物
の
演
奏
例
も
み
ら
れ
る
と
は
い
え
、
右
記
事
の
通
覧
か
ら
は
、
催
馬
楽
に
つ
い
て
、
源
氏

流
の
表
芸
が
〈
和
琴
〉
演
奏
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
想
定
で
き
る
。

以
上
の
実
能
い
か
ら
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
催
馬
楽
が
歌
わ
れ
る
と
き
、
絃
楽
・
管
楽
を
と
も
な
う
が
、
源
氏
の
和
琴
と
藤
氏
の
拍
子
と
が
、



演
奏
の
根
幹
的
な
役
割
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
導
か
れ
る
こ
と
は
、
即
ち
催
馬
楽
演
奏
に
含
ま
れ
る
古
い
音
楽
的

形
態
の
根
幹
が
歌
・
和
琴
・
拍
子
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
相
必
定
で
あ
る
。
特
に
、
唐
楽
採
用
に
よ
る
新
た
な
芸
能
と
し
て
の
催
馬
楽
に
あ
っ

て
、
な
お
伝
統
的
な
楽
器
で
あ
る
和
琴
の
役
割
が
残
さ
れ
て
、
源
氏
の
表
芸
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
催
馬
楽
の
も
つ

外
国
風
な
影
響
に
目
を
と
め
る
こ
と
の
一
方
で
和
風
の
維
持
を
も
見
逃
す
べ
き
で
な
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

琴
歌
・
絃
歌
・
催
馬
楽

催
馬
楽
に
春
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
い
つ
訪
れ
た
か
。
楽
譜
作
成
時
期
を
規
点
に
考
え
る
と
理
解
の
行
く
面
が
あ
る
。
楽
譜
作
成
は
、
新
し

い
音
楽
を
も
っ
て
、
風
俗
生
ま
れ
の
野
卑
を
貴
紳
の
感
性
に
合
う
よ
う
に
馴
ら
す
創
作
性
と
と
も
に
あ
る
行
為
と
し
て
あ
り
、
そ
れ
は
催
馬
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楽
が
宮
廷
楽
と
し
て
広
く
親
し
ま
れ
る
土
壌
の
養
生
が
な
さ
れ
る
時
代
に
入
っ
た
こ
と
を
示
す
。
反
面
、
楽
譜
の
成
立
は
規
格
と
啓
蒙
の
道

筋
を
示
す
も
の
に
な
る
た
め
、
放
漫
な
民
謡
・
芸
謡
の
段
階
か
ら
の
脱
却
が
指
針
さ
れ
る
。
時
代
は
、
広
井
女
王
の
洗
練
を
経
て
、
外
来
音

楽
の
秩
序
の
中
へ
と
、
成
熟
の
歩
み
を
進
め
る
。
林
謙
三
「
天
平
、
平
安
時
代
の
音
楽
|
古
楽
譜
の
解
読
に
よ
る
|
」
(
『
雅
楽
|
古
楽
譜
の

解
読
」
昭
和
四
十
四
年
東
洋
音
楽
会
編
音
楽
之
友
杜
)
は
我
が
国
で
の
新
作
曲
が
多
い
点
か
ら
、
催
馬
楽
の
成
立
を
「
唐
楽
の
作
曲
法
に
よ

る
新
歌
謡
」
と
み
な
す
と
同
時
に
、
催
馬
楽
に
多
い
「
短
歌
の
う
た
い
方
の
二
段
歌
と
し
て
取
り
扱
か
う
形
式
の
う
ち
に
、
古
代
歌
謡
の
う

た
い
方
の
名
残
り
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
な
く
も
な
い
。
!
神
楽
の
二
段
歌
も
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
流
派
に
は
源
家
と
藤
家
が
あ
り
、
平
安

末
に
は
二
流
と
も
た
が
い
に
名
人
を
、
だ
し
て
き
そ
い
合
っ
た
。
|
」
と
す
る
。
日
本
的
な
古
代
歌
謡
の
歌
わ
れ
方
を
も
っ
催
馬
楽
に
、
あ
ら

た
に
唐
楽
を
合
わ
せ
も
す
る
が
、

一
層
唐
楽
の
作
曲
法
に
よ
る
日
本
で
の
新
作
曲
に
合
わ
せ
て
歌
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
隆
盛
の
時
へ

の
想
い
は
、
謡
い
物
の
源
藤
二
流
が
、
そ
れ
ぞ
れ
宇
多
天
皇
(
八
六
七
|
九
一
三
年
。
在
位
八
八
七
l

八
九
七
年
)
の
子
敦
実
親
王
(
八
九
三

(566) 



ー
九
六
七
)
、
醍
醐
天
皇
(
八
八
五
|
九
三
O
。
在
位
八
九
七
l

九
三
O
)
の
孫
源
博
雅
(
九
一
八
l

九
八
O
)
を
祖
と
す
る
家
伝
に
示
唆

(565) 

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
宇
多
天
皇
、
醍
醐
天
皇
の
時
世
は
、
楽
譜
作
成
を
な
し
た
催
馬
楽
師
伝
相
承
の
元
祖
た
る
敦
実
親
王
ま
た
藤
原
忠
房

(
生
年
未
詳i
九
二
八
)
の
生
き
た
時
代
で
あ
っ
た
。

。
「
胡
琴
教
録
』
上

「
催
馬
楽
は
。
笛
に
は
左
近
少
将
藤
原
忠
房
依
一
一
延
喜
聖
主
勅
一
譜
を
作
る
。
等
比
巴
に
は
中
務
大
輔
信
明
講
習
聞
を
つ
く
る
。
院
禅

所
レ
用
此
説
云
々
。
」

O

『
文
机
談
』
巻
四

「
お
ほ
か
た
催
馬
楽
を
笛
に
て
つ
け
は
じ
め
け
る
事
は
延
喜
の
御
時
勅
に
よ
り
て
左
近
少
将
藤
原
忠
房
の
き
み
給
て
譜
を
つ
く
り
給
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笠
も
つ
け
物
な
れ
は
そ
の
こ
ろ
よ
り
に
て
は
や
侍
け
ん
。
」

藤
原
忠
房
は
笛
の
催
馬
楽
譜
を
作
成
し
た
と
い
う
。
笠
が
つ
け
ら
れ
る
の
も
こ
の
頃
と
す
る
。
博
雅
の
二
男
信
明
(
九
一
O
|
九
七
O
)
は

等
比
巴
の
催
馬
楽
譜
を
作
成
し
た
と
伝
え
る
。
ま
た

O

「
部
曲
相
承
次
第
』
(
*
永
和
元
年
一
三
七
五
年
奥
書

綾
小
路
敦
有
著
)

「
催
馬
楽
譜
此
大
臣
(
*
左
大
臣
雅
信

筆
者
注
)
作
之
或
抄
云
延
喜
廿
年
右
近
少
将
藤
原
忠
房
依
勅
定
作
之
云
々
然
而
多
分
説
雅

信
公
所
作
也
」



と
忠
房
以
外
に
は
、
源
雅
信
(
九
二O
|

九
九
三
)
の
楽
譜
作
成
も
伝
え
ら
れ
る
。
雅
信
は
敦
実
親
王
の
子
で
あ
る
。
こ
う
し
て
延
喜
(
九O

一

ー
九
二
二
)
の
頃
に
高
ま
っ
た
催
馬
楽
譜
作
成
の
気
運
は
催
馬
楽
に
風
格
と
洗
練
を
備
え
た
正
調
を
求
め
る
。

た
だ
、
楽
譜
作
成
の
胎
動
は
こ
れ
を
遡
る
仁
明
天
皇
(
八
一
三
一
ー
ー
八
四
九
年
在
位
)
の
こ
ろ
す
で
に
は
じ
ま
る
。

。
『
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
』
巻
十
二

「
仁
明
宇
ニ
貞
敏
唐
ニ
渡
テ
調
子
音
声
楽
各
ノ
催
馬
楽
引
定
敦
実
以
レ
日
疋
考
多
同
嘉
祥
年
楽
師
自
レ
唐
来
朝
」
云
々

藤
原
貞
敏
(
八
O
七
l

八
六
七
)
は
琵
琶
の
名
手
で
あ
る
。
渡
唐
(
八
三
八
l

八
三
九
)
し
そ
の
知
識
を
催
馬
楽
に
引
き
定
め
た
と
あ
る
。

臼
田
甚
五
郎
「
催
馬
楽
の
成
立
に
関
す
る
一
面
」
は
こ
の
こ
と
を
解
説
す
る
。
「
こ
れ
に
よ
れ
ば
唐
よ
り
帰
朝
し
た
後
に
、
貞
敏
は
舞
楽
の
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方
面
及
び
種
々
の
催
馬
楽
に
対
し
、
唐
の
楽
理
に
よ
っ
て
、
整
律
し
た
と
思
わ
れ
る
。
」

催
馬
楽
が
海
彼
の
音
楽
を
用
い
る
こ
と
は
、
こ
の
国
の
土
壌
に
生
き
た
歌
謡
に
別
世
界
の
情
感
を
添
え
る
こ
と
で
あ
る
。
催
馬
楽
の
調
子

が
定
ま
る
に
は
長
年
の
工
夫
が
行
わ
れ
た
。

「
い
ま
唱
と
こ
ろ
寛
平
延
長
の
こ
ろ
と
又
々
振
か
は
り
は
べ
り
。
・
諸
・
巴
・
律
に
う
つ
さ
れ
る
は
寛
平
の
御
と
き
に
催
馬
楽
を
調
子
定

さ
せ
給
と
か
や
。
こ
れ
よ
り
こ
の
か
た
振
も
ち
が
い
り
つ
も
そ
ん
じ
た
り
」
(
『
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
」
巻
十
二
)

(564) 



宇
多
天
皇
の
時
代
の
工
夫
や
、
醍
醐
天
皇
の
時
代
に
、
藤
原
忠
房
が
笛
の
催
馬
楽
譜
を
作
成
す
る
こ
と
は
、
前
代
の
藤
原
貞
敏
を
参
考
と
す

る
作
業
と
な
る
。
延
喜
代
は
、
承
和
の
歌
舞
へ
の
回
帰
を
想
う
と
き
で
あ
っ
た
。

(563) 

O
延
喜
十
年
正
月
(
九
一
O
年
)
「
醍
醐
天
皇
御
記
』

二
十
三
日
、
依
ニ
承
和
故
事
一
、
令
レ
奏
一
一
絃
歌
一
、
師
親
王
聴
一
一
侃
銀
二
親
王
下
レ
殿
拝
舞
云
々
、
還
一
一
清
涼
殿
一
、
更
出
二
侍
所
一
奏
歌
、

挙
レ
酒
以
ニ
定
方
朝
臣
叙
一
令
レ
帯
一
一
将
順
親
王
一
、
即
召
一
一
蔵
人
所
叙
一
、

O
延
喜
十
三
年
十
月
十
四
日
(
『
醍
醐
天
皇
御
記
』
)

命
一
一
侍
臣
一
、
令
レ
奏
一
一
絃
歌
一
、
自
弾
一
和
琴
一
、
中
務
親
王
弾
一
一
琵
琶
一
、
克
明
親
王
弾
レ
琴
云
々

(
『
河
海
抄
』
若
菜
上
)
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『
醍
醐
天
皇
御
記
』
に
い
う
〈
絃
歌
〉
は
、
承
和
の
故
事
に
よ
り
演
奏
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
延
喜
十
三
年
条
を
参
考
と
す
る
と
絃

歌
と
は
和
琴
・
琵
琶
・
琴
を
弾
い
て
歌
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
笛
な
ど
鳴
り
物
を
伴
わ
な
い
あ
り
か
た
は
、
た
と
え
ば
、
本
論
冒
頭
に

引
い
た
天
暦
五
年
(
九
五
こ
正
月
内
宴
の
様
子
か
ら
、
試
み
に
笠
を
消
し
去
り
、
絃
楽
と
唱
歌
と
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
古
雅
で
落
ち
つ
い

た
宴
の
様
子
を
想
定
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
藤
原
忠
房
が
催
馬
楽
の
笛
譜
を
作
成
す
る
よ
り
以
前
の
宴
の
様
子
に
は
、
そ
う
し
た
古
式

の
形
態
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
れ
が
、
醍
醐
天
皇
の
時
代
に
復
興
さ
れ
た
と
い
う
の
が
右
記
事
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
藤
原
貞
敏
の
も
た
ら

よ
す
が

し
た
琵
琶
の
楽
譜
に
よ
る
催
馬
楽
の
時
代
を
想
い
や
る
縁
に
、
そ
の
絃
歌
の
記
事
を
一
助
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
絃
歌
そ
の
も

の
と
し
て
歌
名
歌
詞
は
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
絃
歌
と
催
馬
楽
と
の
関
係
は
判
然
た
る
も
の
で
は
な
い
。
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
絃
楽
器
の

種
類
と
「
絃
歌
」
の
名
称
か
ら
絃
楽
器
を
と
も
な
っ
て
歌
が
歌
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
の
推
測
に
止
ま
る
。



さ
て
、
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
き
に
、
奈
良
時
代
の
例
を
呼
び
出
し
て
み
る
。
た
と
え
ば
、
『
万
葉
集
」
に
は
、
私
的
な
宴
で
琴
に
合
わ

せ
て
歌
う
例
が
あ
る
。

朝
巨支

か
る

つ
鹿かす
火ひは
屋や
が田た
下主塵去
のの
本2

鳴
く
か
は
づ

我わ

が
背せ
子こ

偲ゐは
ひ
つ

つ

あ
り
と ゑ

に
ふ
ぶ
に
笑
み
て

立
ち
ま
せ
り
見
ゆ

告
げ
む
児
も
が
も

右
の
歌
二
首
、
河
村
王
、
宴
居
の
時
に
、
琴
を
弾
き
て
即
ち
ま
づ
こ
の
歌
を
諦
み
、
以
て
常
の
行
と
為
す
。

(
万
葉
集
巻
十
六
・
三
八
一
七
|
八
)

夕
立
の

し
ら
っ
ゆ
お
も

白
露
思
ほ
ゆ
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う
れ

雨
う
ち
降
れ
ば
春
日
野
の
尾
花
が
末
の

へ
や
か
た
よ
ろ

タ
づ
く
日
さ
す
や
川
辺
に
作
る
屋
の
形
を
宜
し
み
う
べ
寄
そ
り
け
り

す
な
は
ち

右
の
歌
二
首
、
小
鯛
玉
、
宴
居
の
日
に
琴
を
取
り
、
登
時
必
ず
ま
づ
こ
の
歌
を
吟
詠
す
。
そ
の
小
鯛
王
は
更
の
名
を
置
始
多
久
美
と

い
ふ
、
こ
の
人
な
り
。

(
万
葉
集
巻
十
六
・
三
八
一
九
|
三
八
二O
)

ま
た
、
仏
教
的
な
歌
が
河
原
寺
の
仏
堂
の
裏
に
あ
る
倭
琴
の
面
に
在
っ
た

(
万
葉
集
巻
十
六
・
三
八
五O
)
こ
と
も
和
琴
と
唱
歌
と
の
関
わ

り
の
緊
密
な
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
か
と
み
る
。
さ
ら
に
、
臨
時
の
行
事
と
は
い
え
、

ほ
ぼ
公
的
と
い
え
る
光
明
皇
后
宮
で
の
維
摩
講
で
、

歌
が
唱
え
ら
れ
た
機
会
に
、
琴
の
演
奏
と
歌
と
が
合
わ
せ
ら
れ
、
弾
琴
二
人
と
十
数
人
の
唱
歌
者
の
名
前
の
一
部
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
宮
廷
の
大
歌
と
さ
し
て
変
わ
ら
ぬ
編
成
で
あ
ろ
う
と
み
ら
れ
る
。

(562) 
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仏
前
唱
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一
首
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し
ぐ
れ
の
雨
間
無
く
な
降
り
そ
く
れ
な
ゐ
に
に
ほ
へ
る
山
の
散
ら
ま
く
惜
し
も

ひ
ね
も
す
す
な
は
う
た
こ
と
ひ
き

右
、
冬
十
月
、
皇
后
宮
の
維
摩
講
に
、
終
日
に
大
唐
・
高
麗
等
の
種
々
の
音
楽
を
供
養
し
、
か
乃
ち
こ
の
歌
詞
を
唱
ふ
。
弾
琴
は
市

う
た
ひ
と

原
王
・
忍
坂
王
[
後
に
、
姓
大
原
真
人
赤
麻
呂
を
賜
る
、
]
歌
子
は
田
口
朝
臣
家
守
、
河
辺
朝
臣
東
人
・
置
始
連
長
谷
等
十
数
人
な

り

(
万
葉
集
巻
八
|
一
五
九
四
)

奈
良
時
代
の
大
小
の
宴
で
、
歌
が
弾
琴
と
と
も
に
歌
わ
れ
る
い
く
つ
か
の
こ
の
よ
う
な
事
例
は
、
万
葉
び
と
が
歌
を
歌
う
と
き
琴
を
伴
奏
と

す
る
形
態
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
そ
れ
は
、

つ
ぎ
の
『
続
日
本
紀
」
の
記
事
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
。
宮
廷
に
お
け
る
公
私
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に
わ
た
る
琴
と
歌
に
よ
る
唱
歌
の
形
態
は
古
い
伝
統
を
負
う
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
時
代
を
限
り
に
途
絶
え
た
わ
け
で

は
な
い
こ
と
は
、
絃
歌
の
例
に
よ
っ
て
も
見
通
せ
る
。
琴
と
歌
と
に
よ
り
演
奏
さ
れ
た
と
み
な
せ
る
歌
を
書
き
残
す
「
琴
歌
譜
』
の
内
容
に
、

古
代
の
歌
謡
と
重
な
り
を
示
す
の
も
(
蓋
歌
・
十
六
日
節
酒
坐
歌
二
)
好
例
と
な
る
。

か
た
お
ろ
し

「
琴
歌
譜
』
「
片
降
」
は
、
『
続
日
本
紀
』
の
「
鼓
琴
歌
」
と
ほ
ぼ
歌
調
を
同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

お
は
し
ま
し
た
け
な
は
ご
せ
ち
た
ま
ひ
を
は

壬
戊
の
日
、
天
皇
大
安
殿
に
御
し
て
群
臣
を
宴
す
。
酒
酎
な
る
と
き
、
五
節
の
田
憐
を
奏
し
、
詑
り
て
更
に
少
年
童
女
を
し
て
踏

ひ

歌
せ
し
め
、
ま
た
宴
を
天
下
の
有
位
の
人
並
び
に
諸
司
の
史
生
に
賜
ふ
。
こ
こ
に
六
位
以
下
の
人
等
、
琴
を
鼓
き
て
歌
ひ
て
日
は
く
、

あ
ら
た新

し
き

年
の
始
め
に

か
く
し
こ
そ

仕
へ
奉
ら
め

万
代
ま
で
に



(
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
四
年
正
月
十
六
日
)

新号新号
したした

きき

ち
と
せ
千
歳
を
か
ね
て

(
琴
歌
譜
片
降
)

楽
し
き
を
経
め

年
の
始
め
に

か
く
し
こ
そ

は
れ

か
く
し
こ
そ

仕
へ
ま
つ
ら
め
や

よ
ろ
づ
よ

万
代
ま
で
に

年
の
始
め
に

か
く
し
こ
そ

や

(
鍋
島
家
本
催
馬
楽
呂

新
年
)

こ
れ
ら
は
琴
と
唱
歌
と
の
組
み
合
わ
せ
の
中
で
継
続
さ
れ
た
歌
と
み
な
し
て
よ
い
し
、
そ
の
催
馬
楽
「
新
年
」
と
の
類
似
か
ら
も
、
催
馬
楽

を
琴
歌
の
伝
流
の
末
喬
と
し
て
位
置
付
け
得
る
。
こ
の
古
い
伝
統
へ
の
仮
想
を
肯
う
と
き
、
承
和
の
代
の
絃
歌
の
内
容
に
は
、
現
存
催
馬
楽

と
重
な
る
歌
が
含
ま
れ
て
い
た
と
の
憶
測
が
生
ま
れ
得
お

o

承
和
に
藤
原
貞
敏
が
も
た
ら
し
た
催
馬
楽
の
調
子
が
、
絃
楽
器
と
と
も
に
あ
る

歌
曲
で
あ
っ
た
と
想
定
す
る
と
、
(
延
喜
十
年
条
で
は
、
絃
歌
に
は
振
を
と
も
な
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
)
延
喜
に
至
り
、
藤
原
忠
房
の
作
成
し
た
楽

譜
は
、
絃
に
加
え
て
笛
音
の
整
っ
た
装
い
を
催
馬
楽
に
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
以
上
を
小
括
す
る
と
、
催
馬
楽
の
古
い
姿
を
想
定
し
て
い
く
と
き
に
、
宮
廷
に
お
け
る
琴
と
歌
、
絃
楽
と
歌
と
い
う
古
典
的

な
演
奏
形
式
の
中
に
、
民
間
生
ま
れ
の
催
馬
楽
が
導
か
れ
、
そ
れ
が
仁
明
頃
の
宴
の
な
か
で
育
ま
れ
、
笛
を
催
馬
楽
演
奏
に
付
け
加
え
る
工

夫
が
加
え
ら
れ
て
、
延
喜
の
と
き
に
正
式
に
笛
の
楽
譜
と
し
て
作
成
す
る
に
い
た
っ
た
と
い
う
大
ま
か
な
経
過
が
考
え
ら
れ
て
い
く
。
笛
の

譜
を
作
成
し
た
延
喜
頃
は
、
催
馬
楽
に
管
と
絃
と
の
演
奏
が
整
備
さ
れ
て
き
た
時
代
と
い
え
る
。

た
と
え
ば
現
存
催
馬
楽
歌
詞
で
は
大
宮
・
田
中
井
戸
・
酒
飲
な
ど
に
笛
音
の
口
拍
子
が
可
視
化
さ
れ
妙
味
を
醸
し
て
い
る
の
は
、
催
馬
楽

演
奏
史
の
反
映
そ
の
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
管
に
合
う
歌
が
加
わ
り
多
彩
さ
を
増
し
た
の
で
あ
る
。

-37-(560) 



大
宮
「
多
良
利
や
輪
太
名
」
(
鍋
島
家
本
催
馬
楽
)

田
中
「
太
利
良
利
」
(
鍋
島
家
本
催
馬
楽
)

酒
飲
「
丹
名
安
丹
名
安
々
太
利
々
良
々
」
(
天
治
本
催
馬
楽
抄
)

田
中
井
戸
「
太
利
良
利
」
(
天
治
本
催
馬
楽
抄
)

う
も
の
が
あ
り
え
た
こ
と
も
含
め
て
、
個
々
の
成
立
事
情
は
今
後
に
託
さ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
催
馬
楽
の
研
究
に
は
、
個
々
の
歌
の
出
自
を
視
野
に
い
れ
る
べ
き
と
す
る
態
度
が
認
め
ら
れ
る
と
き
、
民
間
の
歌
謡
に
笛
を
伴

踏
歌
と
催
馬
楽
と

と
こ
ろ
で
、
醍
醐
天
皇
に
先
立
つ
宇
多
天
皇
の
と
き
、
承
和
の
芸
能
を
復
興
さ
せ
た
例
が
あ
る
。
踏
歌
で
あ
る
。
男
踏
歌
は
承
和
の
旧
風

理
解
の
補
説
と
し
て
お
く
。

を
慕
い
再
興
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
に
、
催
馬
楽
の
源
泉
の
一
流
を
推
測
し
得
る
ゆ
え
に
い
さ
さ
か
脇
道
に
そ
れ
る
論
述
と
な
る
が
前
節

O

『
年
中
行
事
抄
』
踏
歌
事

広
相
卿
伝
云
。
仁
和
五
年
。
蒙
レ
勅
造
二
撰
踏
歌
記
一
巻
一
。
件
記
一
仁
寿
以
後
四
代
。
中
絶
不
行
一
。
今
年
尋
一
一
承
和
旧
風
一
始
行
レ
之
。

*
仁
和
五
年
は
八
八
九
年
、
宇
多
天
皇
の
時
代
。

「
仁
寿
」
(
八
五
一{J
八
五
三
年
)
と
は
、
仁
明
天
皇
(
在
位
八
三
三
j
八
五
O
年
)
の
次
の
文
徳
天
皇
(
在
位
八
五
0
1

八
五
八
年
)

(559) -38-
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代
で
、
以
後
清
和
・
陽
成
・
光
孝
・
宇
多
・
醍
醐
天
皇
と
移
る
。
仁
寿
以
後
四
代
を
経
て
、
宇
多
天
皇
(
在
位
八
八
七
l

八
九
七
)
の
時
代

に
、
承
和
の
旧
風
を
尋
ね
て
始
め
て
行
っ
た
と
い
う
。
復
興
さ
れ
た
踏
歌
は
以
後
断
続
的
に
行
わ
れ
、
二
十
数
年
後
の
も
の
だ
が
、
詳
し
い

様
子
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
『
醍
醐
天
皇
御
記
』
に
う
か
が
わ
れ
る
。
延
喜
の
踏
歌
は
管
絃
と
と
も
に
、
「
鴨
曲
」
「
此
殿
」
「
竹
川
曲
」
「
我

家
曲
」
を
歌
っ
て
い
る
。

十
四
日
丁
巳
、
此
夜
有
一
一
踏
歌
事
二
(
略
)
先
奏
一
一
調
子
一
、
次
奏
一
一
万
春
楽
一
、
漸
進
一
一
南
北
一
惣
三
度
、
詑
当
二
御
前
一
分
立
、
一
言
一
一
吐
調
一
、

持
二
嚢
計
綿
一
、
即
奏
一
一
鴨
曲
二
次
奏
一
批
殿
二
(
略
)
三
四
巡
後
管
弦
、
更
調
二
歌
竹
川
曲
二
(
略
)
了
歌
一
義
家
曲
一
退
出
。

(
『
醍
醐
天
皇
御
記
』
延
喜
十
三
年
正
月
十
四
日
よ
り
抜
粋
九
二
二
年
)

す
な
わ
ち
承
和
の
催
馬
楽
勃
興
が
、
旧
風
を
慕
う
か
た
ち
で
そ
の
後
の
踏
歌
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
後
代
の
も

の
だ
が
、
藤
原
定
家
自
筆
本
『
源
氏
物
語
奥
入
』

の
付
築
に
み
る
多
久
行
説
に
は
、
「
す
へ
て
た
う
か
に
は

わ
か
い
へ

こ
の
と
の

ん
す
ら
く

こ
の
さ
い
は
ら
四
を
う
た
ひ
候
こ
れ
み
な
れ
う
に
て
候
也
」
と
あ
る
の
も
、
か
つ
て
復
興
さ
れ
た
踏
歌
の
伝
統

な
に
そ
も
そ

を
残
す
知
識
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
多
氏
説
で
は
、
「
我
家
」
・
「
此
殿
」
・
「
万
春
楽
」
・
「
な
に
そ
も
そ
」
が
催
馬
楽
呂
で
あ
る
と
の
認
識

で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
は
い
さ
さ
か
問
題
が
広
が
る
。
二
点
に
絞
る
。

第
一
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
宇
多
天
皇
の
皇
子
敦
実
親
王
・
醍
醐
天
皇
の
孫
源
博
雅
が
催
馬
楽
二
流
の
起
点
と
な
る
が
、
そ
の
二
流
は

宇
多
と
醍
醐
の
血
筋
の
楽
家
で
あ
る
。
そ
の
二
流
の
受
け
持
つ
催
馬
楽
は
、
承
和
の
旧
風
を
慕
い
宇
多
・
醍
醐
の
こ
ろ
に
復
古
さ
れ
た
絃
歌

-39-
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や
踏
歌
の
用
例
に
残
さ
れ
た
よ
う
な
、
旧
風
を
理
想
化
し
た
風
合
い
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
れ
を
煎
じ
詰
め
れ
ば
、
源
氏
藤
氏
二
流
の

催
馬
楽
と
は
、
承
和
の
故
事
に
よ
り
奏
さ
れ
た
絃
歌
や
旧
風
を
慕
い
行
わ
れ
た
踏
歌
の
如
く
、
催
馬
楽
も
文
芸
復
興
の
中
で
動
き
だ
し
た
も

の
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
と
す
れ
ば
、
藤
原
貞
敏
の
か
か
わ
る
承
和
の
催
馬
楽
は
、
復
古
以
前
の
催
馬
楽
の
初
期
形
態
で
あ
る
可
能
性

を
考
え
る
べ
き
こ
と
と
な
る
。

第
二
は
、
『
醍
醐
天
皇
御
記
』
に
あ
る
踏
歌
曲
の
三
曲
は
現
催
馬
楽
曲
に
組
ま
れ
る
が
、
「
鴨
曲
」
は
現
催
馬
楽
六
十
一
曲
に
組
み
込
ま
れ

て
い
な
い
こ
と
へ
の
注
視
で
あ
る
。
『
源
氏
物
語
奥
入
』
付
実
に
み
る
多
久
行
説
の
催
馬
楽
四
曲
の
う
ち
、
二
曲
は
現
存
六
十
一
曲
に
組
み

込
ま
れ
て
い
る
が
、
他
二
曲
は
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
。
万
春
楽
に
つ
い
て
は
、
漢
語
に
よ
る
踏
歌
詞
で
あ
り
、
こ
れ
を
催
馬
楽
に
加
え
よ

う
と
す
る
こ
と
は
、
現
存
曲
と
の
照
合
か
ら
す
る
と
類
似
例
が
な
い
た
め
現
存
催
馬
楽
の
範
時
と
で
は
距
離
感
が
あ
る
た
め
理
解
が
と
ど
き

に
く
い
。

多
氏
の
か
か
わ
っ
た
か
と
み
ら
れ
る
催
馬
楽
ゃ
い
ま
に
民
間
芸
能
と
し
て
維
持
さ
れ
る
催
馬
楽
な
ど
、
催
馬
楽
を
よ
り
広
義
に
と
ら
え
て

い
く
中
で
の
課
題
と
し
て
残
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
、
「
な
に
そ
も
そ
」
は
、
す
で
に
、
藤
田
徳
太
郎
『
古
代
歌
謡
の
研
究
』
(
昭
和
九
年
)
が

紹
介
し
た
彰
考
館
文
庫
蔵
本
の
催
馬
楽
に

な
に
そ
も
そ

き
ぬ
か
も
わ
た
か
も
せ
に
か
も
ぬ
の
か
も

な
に
そ
も
そ

な
に
そ
も
そ

と
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
絹
か
も
綿
か
も
銭
か
も
布
か
も
」
の
「
か
も
」
の
く
り
か
え
し
に
特
徴
を
も
っ
歌
で
あ
り
『
醍
醐
天
皇
御
記
』の
「
鴨

曲
」
を
さ
す
と
し
て
よ
い
。
男
踏
歌
の
曲
で
あ
る
こ
れ
は
、
踏
歌
行
事
の
な
か
で
、
袋
持
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
曲
と
し
て
演
劇
的
な
所
作
を
も

(557) -40-



っ
と
と
も
に
、
宝
数
え
ゆ
え
に
祝
意
と
と
も
に
あ
り
世
俗
的
で
も
あ
る
。
詳
細
に
わ
た
る
た
め
男
踏
歌
に
つ
い
て
の
考
察
は
省
略
す
る
が
、

踏
歌
の
曲
が
催
馬
楽
と
深
く
関
わ
る
様
子
は
上
述
で
知
ら
れ
る
。
現
存
催
馬
楽
の
範
囲
の
外
、
こ
の
周
囲
に
い
く
つ
も
の
催
馬
楽
予
備
軍
の

よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
、
催
馬
楽
固
定
以
前
の
も
の
か
以
後
の
事
情
を
も
つ
も
の
か
な
ど
、
今
後
の
考
究
に
任
さ
れ

る
。
ち
な
み
に
民
聞
か
ら
生
ま
れ
た
催
馬
楽
の
多
様
な
出
自
は
種
々
考
慮
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
確
実
な
出
自
の
一
つ
と
し
て
こ

の
よ
う
な
踏
歌
行
事
と
の
結
び
つ
き
が
あ
り
、
演
劇
性
を
も
ち
宮
廷
行
事
に
催
さ
れ
る
に
い
た
る
こ
う
し
た
曲
は
、
民
間
の
踏
歌
行
事
と
も

つ
な
が
り
な
が
ら
、
取
捨
選
択
さ
れ
た
可
能
性
を
考
え
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
承
和
の
旧
風
を
慕
う
芸
能
の
動
き
と
し
て
、
絃
歌
や
踏
歌
が

追
体
験
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
催
馬
楽
の
見
な
お
し
も
な
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

広
井
女
王
!
ま
と
め
に
か
え
て
!

O
尚
侍
従
三
位
広
井
女
王
亮
。
広
井
者
。
二
品
長
親
王
之
後
也
。
曽
祖
二
世
従
四
位
上
長
田
王
。
祖
従
五
位
上
広
川
王
。
父
従
五
位
上

雄
河
王
。
広
井
。
天
長
八
年
授
一
一
従
五
位
下
一
。
任
一
一
尚
膳
一
。
嘉
祥
三
年
授
一
一
従
四
位
上
一
。
任
一
一
権
典
侍
一
。
仁
寿
四
年
授
一
一
従
三
位
一
。

天
安
三
年
転
一
一
尚
侍
一
。
亮
時
年
八
十
有
余
。
広
井
少
修
一
一
徳
操
一
。
挙
動
有
レ
礼
。
以
レ
能
レ
歌
見
レ
称
。
特
善
一
一
団
側
開
国
一
。
諸
大
夫

(
『
日
本
三
代
{
貫
録
』
巻
三
貞
観
元
年
(
八
五
九
)
十
月
廿
三
日
条
)

及
少
年
好
事
者
。
多
就
而
習
レ
之
駕
。
至
一
一
子
姐
浸
一
。
時
人
悼
レ
之

催
馬
楽
の
語
の
初
出
記
事
で
あ
る
。
「
古
宛
ず
る
時
年
八
十
有
飴
。
広
井
少
く
し
て
徳
操
を
修
め
。
挙
動
礼
あ
り
。
歌
を
能
く
す
る
を
以
て
称

せ
ら
れ
、
特
に
催
馬
楽
歌
を
善
く
す
る
。
諸
大
夫
及
び
少
年
好
事
の
者
。
多
く
就
き
て
之
を
習
ふ
。
姐
浸
す
る
に
至
る
や
、
時
人
こ
れ
を

悼
む
。
」
と
あ
り
、
尚
侍
広
井
女
王
が
特
に
催
馬
楽
歌
に
堪
能
で
こ
の
道
に
影
響
力
の
大
き
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
八
五
九
年
よ
り

-41-(556) 



八
十
余
年
を
差
し
引
く
と
広
井
女
王
誕
生
は
、
光
仁
天
皇
の
宝
亀
年
間
(
七
七O
j

七
八
一
年
)
と
な
る
。
こ
れ
を
も
と
に
嵯
峨
天
皇
代
(
在

位
八
O
九
j

八
二
三
年
)
の
は
じ
め
頃
広
井
女
王
の
若
い
頃
に
催
馬
楽
の
盛
行
を
み
よ
う
と
す
る
説
(
高
野
辰
之
『
日
本
歌
謡
史
』
高
崎
正

秀
『
六
歌
仙
前
後
』
)
を
早
く
に
み
る
が
、
催
馬
楽
が
三
代
実
録
の
編
纂
時
点
で
後
の
用
語
と
す
る
見
解
(
佐
々
木
信
綱
『
歌
謡
の
研
究
』
・

西
角
井
正
慶
『
日
本
の
歌
謡
』
)
も
強
く
あ
る
。
こ
こ
で
は
時
代
特
定
の
議
論
に
は
加
担
せ
ず
に
お
き
、
三
代
{
貫
録
の
い
う
女
王
の
得
意
と

す
る
催
馬
楽
歌
が
「
歌
」
で
あ
る
点
に
目
を
凝
ら
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
諸
大
夫
ら
が
女
王
に
習
っ
た
催
馬
楽
歌
は
、
拍
子
と
唱
歌
と
の

シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
「
諸
大
夫
及
び
少
年
好
事
の
者
。
多
く
就
き
て
之
を
習
ふ
。
」
か
ら
想
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
師
に
就
い
て

口
ず
か
ら
習
う
芸
能
教
習
の
姿
で
あ
る
。

古
く
に
佐
藤
忠
彦
(
「
催
馬
楽
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
|
広
井
女
王
に
つ
い
て
一
・
二
の
こ
と

l

」
国
語
国
文
研
究
一
八
・
一
九
号
昭
和

三
十
六
年
)
が
「
催
馬
楽
の
二
流
あ
る
家
柄
に
広
井
女
王
が
出
て
来
な
い
の
は
不
思
議
」
と
訪
し
み
、
広
井
女
王
を
「
譜
の
撰
定
に
よ
っ
て

承
け
継
が
れ
る
べ
き
家
の
流
か
ら
は
関
係
の
な
い
所
に
あ
っ
た
」
と
指
摘
を
し
た
が
、
正
し
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
二
流
系
譜
上
の
祖
(
敦
実

親
王
・
源
博
雅
)
よ
り
以
前
に
直
接
つ
な
が
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
も
、
演
奏
・
唱
歌
の
方
法
か
ら
こ
の
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
と

き
、
広
井
女
王
が
『
和
琴
血
脈
』
第
二
の
人
で
あ
る
の
は
、
御
遊
に
お
い
て
和
琴
奏
者
に
任
じ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
く
な
い
源
家
流
に
お
い

て
は
尊
重
す
べ
き
伝
統
で
あ
る
。

和
琴
血
脈
を
略
示
す
る
と
そ
の
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

(555) -42-



『
和
琴
血
脈
』
(
群
書
類
従
巻u
u
u
に
依
る
)

嵯
峨
天
皇

左
大
臣
信

母
広
井
女
王
。
嵯
峨
御
子

仁
明
天
皇
|
|
清
和
天
皇
I
l
l
1

貞
保
親
王
i
l

」
|
醍
醐
天
皇

又
若
江
宮
岐
麿
等
奉
授
之
清
和
御
子
。
作
案
譜
一

「
貞
信
公

左
大
臣
雅
信
l
!

大
納
言
時
仲
|
1

贈
従
三
位
済
政
ー
ー
ー
イl
兵
部
卿
資
通

臣
頼
宗

-43-

刑
部
卿
政
長

宮
内
卿
有
賢
i
l

按
察
使
資
賢
|
寸l
左
少
将
通
家

「
参
議
雅
賢

通
家
朝
臣
子
也

頭
左
中
弁
師
賢

大
納
言
経
信

大
納
言
師
忠

(554) 



和
琴
は
嵯
峨
天
皇
を
祖
と
し
、
広
井
女
王
を
第
二
の
人
と
し
て
、
広
井
女
王
か
ら
和
琴
血
脈
は
広
が
り
、
醍
醐
天
皇
を
経
由
し
や
が
て
催
馬

(553) 

楽
二
流
の
祖
で
あ
る
敦
実
親
王
と
源
博
雅
と
に
伝
わ
る
。
源
氏
催
馬
楽
師
伝
と
重
な
る
の
は
い
よ
い
よ
こ
こ
か
ら
で
、
〈
敦
実
親
王
!
源
雅

信
ー
時
仲
i

済
政
|
資
通
!
政
長
|
有
賢
|
資
賢
l

雅
賢
〉
と
伝
統
を
継
い
で
い
く
。
つ
ま
り
、
こ
れ
が
先
引
『
源
氏
流
催
馬
楽
師
伝
相
承
』

と
同
一
人
物
を
経
由
す
る
。
し
か
も
、
先
に
『
御
遊
抄
』
摘
出
に
よ
る
源
氏
の
表
芸
た
る
和
琴
演
奏
と
重
な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
催

馬
楽
の
一
流
た
る
源
家
が
ま
た
正
統
な
る
和
琴
の
家
で
あ
る
こ
と
と
深
く
関
わ
る
た
め
で
あ
る
。
『
和
琴
血
脈
』
に
は
敦
実
親
王
に
注
記
し

て
「
綾
小
路
元
祖
。
子
孫
子
今
弾
之
」
と
み
え
て
綾
小
路
が
和
琴
の
家
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
た
と
え
ば
『
催
馬
楽
略
譜
』

が
綾
小
路
で
作
ら
れ
た
こ
と
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
家
は
催
馬
楽
を
保
持
す
る
源
氏
流
の
主
流
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
和
琴
の

家
が
、
ま
た
催
馬
楽
第
一
の
家
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
と
き
、
広
井
女
王
の
頃
を
想
え
ば
、
女
王
の
手
か
ら
和
琴
の
拍
子
が
奏
で

て
の
催
馬
楽
の
伝
授
で
あ
る
。
こ
う
し
た
歌
わ
れ
方
が
、
人
数
の
多
寡
は
あ
っ
て
も
、
『
万
葉
集
』
の
先
の
例
や
万
葉
巻
十
六
三
八
一
七
j

-44-

ら
れ
、
催
馬
楽
歌
が
歌
わ
れ
る
の
を
、
諸
大
夫
お
よ
び
少
年
好
事
の
者
は
、
こ
れ
に
就
い
て
漏
ら
す
こ
と
な
く
習
っ
て
い
く
。
琴
の
歌
と
し

九
左
注
「
河
村
玉
、
宴
居
の
時
に
、
琴
を
弾
き
て
即
ち
ま
づ
こ
の
歌
を
諦
み
、
以
て
常
の
行
と
為
す
よ
な
ど
と
照
ら
し
合
わ
さ
れ
る
と
き
、

琴
と
声
と
を
あ
わ
せ
て
い
く
奈
良
時
代
の
唱
歌
の
基
本
の
形
式
を
受
け
継
ぐ
変
わ
る
こ
と
の
な
い
姿
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
す
な

わ
ち
、
広
井
女
王
時
代
の
催
馬
楽
の
初
期
の
歌
わ
れ
方
は
、
古
代
以
来
の
唱
歌
の
流
れ
に
あ
っ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
女
王
の
こ
う
し
た

影
響
を
基
盤
と
し
て
、
仁
明
天
皇
の
こ
ろ
に
、
藤
原
貞
敏
の
も
ち
こ
ん
だ
唐
楽
の
作
曲
法
に
よ
り
新
歌
謡
が
作
ら
れ
、
楽
譜
に
残
さ
れ
る
催

馬
楽
の
か
た
ち
に
整
っ
て
い
く
。
先
引
林
謙
三
が
指
摘
す
る
催
馬
楽
に
多
い
「
短
歌
の
う
た
い
方
の
二
段
歌
と
し
て
取
り
扱
か
う
形
式
の
う

ち
に
、
古
代
歌
謡
の
う
た
い
方
の
名
残
り
」
が
み
ら
れ
る
と
の
指
摘
は
、
広
井
女
王
に
よ
り
諸
大
夫
ら
に
伝
え
ら
れ
た
古
代
的
な
歌
い
方
の

影
響
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
も
広
井
女
王
は
引
用
し
た
『
日
本
三
代
実
録
』
や
「
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
が
そ
の
血
筋
を
示
し
て
い
る
。



天
武
天
皇
|
|
長
親
王
|
|
栗
栖
王
|
|
長
田
王
|
|
広
川
王

1
1

雄
河
王
|
|
広
井
女
王

長
親
王
は
万
葉
集
歌
人
と
し
て
巻
一
・
二
に
志
貴
皇
子
と
と
も
に
並
ん
で
歌
が
あ
り
、
巻
了
二
の
編
纂
を
考
え
る
と
き
の
重
要
な
位
置
に
い

る
。
栗
栖
王
は
『
続
日
本
紀
』
天
平
六
年
二
月
一
日
朱
雀
門
の
歌
垣
の
頭
と
し
て
難
波
曲
・
倭
部
曲
・
浅
茅
原
曲
・
広
瀬
曲
・
八
裳
刺
曲
の

音
を
為
し
て
い
る
。
『
和
琴
血
脈
』
は
広
井
女
王
を
嵯
峨
天
皇
の
子
左
大
臣
源
信
の
母
と
し
て
注
記
す
る
。
源
信
は
広
井
女
王
に
和
琴
の
わ

ざ
を
受
け
継
ぐ
。
『
三
代
実
録
』
に
広
井
女
王
が
尚
膳
、
権
典
侍
、
尚
侍
と
し
て
生
き
た
こ
と
を
記
す
。
広
井
女
王
の
生
涯
は
内
廷
生
活
の

女
官
と
し
て
一
貫
し
、
そ
の
催
馬
楽
歌
は
内
廷
世
界
で
育
ま
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
広
井
女
王
の
歌
は
奈
良
時
代
に
な
さ
れ
宮
廷
内
部

の
女
性
に
受
け
継
が
れ
残
さ
れ
て
い
た
伝
統
的
な
古
代
の
歌
唱
法
を
伝
え
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
催
馬
楽
の
母
胎
と
な
る

-45-

広
井
女
王
の
催
馬
楽
歌
は
、
唐
楽
の
作
曲
法
に
直
面
す
る
と
い
う
平
安
朝
的
な
新
局
面
の
直
前
に
、
連
綿
と
つ
づ
い
て
き
た
伝
統
的
在
来
的

な
日
本
古
代
の
歌
唱
の
姿
の
残
存
と
し
て
と
ら
え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
存
催
馬
楽
譜
が
歌
を
主
と
し
て
演
奏
を
従
と
す
る

傾
向
を
み
せ
る
と
き
、
古
代
歌
謡
の
演
奏
・
歌
わ
れ
方
が
そ
こ
に
は
潜
む
こ
と
に
目
を
凝
ら
す
必
要
が
あ
る
。
女
王
の
記
事
は
、
催
馬
楽
の

語
の
初
出
記
事
で
あ
る
と
同
時
に
、
唐
楽
に
な
じ
む
前
の
さ
い
ば
ら
の
姿
を
映
し
出
し
て
い
る
も
の
と
し
て
評
価
し
な
お
せ
る
。
し
た
が
つ

て
、
奈
良
末
期
に
生
ま
れ
思
春
期
を
平
城
宮
で
す
ご
し
た
広
井
女
王
は
、
古
代
歌
謡
の
伝
承
者
と
し
て
奈
良
か
ら
平
安
へ
の
架
け
橋
と
し
て
、

和
琴
と
歌
と
の
演
奏
に
お
い
て
催
馬
楽
歌
を
広
大
な
未
来
へ
と
送
り
出
し
た
催
馬
楽
の
母
た
る
女
性
で
あ
っ
た
と
改
め
て
評
言
す
る
の
が
ふ

さ
わ
し
い
。

(552) 



、
注(

1
)
 

(
2
)
 
藤
原
「
催
馬
楽
考
説
」
芸
文
研
究
引
|
1
二

O
O

六
年
に
て
同
様
の
範
囲
を
設
定
し
て
調
査
を
な
し
た
。

通
常
源
家
流
と
家
を
用
い
る
が
、
本
論
で
は
、
こ
の
催
馬
楽
師
伝
相
承
が
、
氏
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
依
拠
し
て
、
便
宜
的
に
源
氏
藤
氏
と

氏
を
用
い
て
お
く
。

(
3
)臼
田
「
催
馬
楽
の
成
立
に
関
す
る
一
面
」
国
文
学
論
究
一
九
三
八
年
三
月
。
『
臼
田
甚
五
郎
著
作
集
』
四
巻
。

(
4
)
な
お
、
古
代
の
唱
歌
・
演
奏
の
人
数
・
形
態
な
ど
に
つ
い
て
は
、
管
見
に
入
ら
な
い
で
き
た
。
藤
原
「
天
平
の
芸
能i
女
傑
と
大
仏
関
眼
会
と
」

大
歌
の
章
二
O
O
三
年
翰
林
書
房
に
お
い
て
集
団
の
演
奏
形
式
に
つ
い
て
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

(
5
)
琴
歌
譜
の
「
新
年
」
は
、
古
今
和
歌
集
大
歌
所
の
大
直
毘
の
歌
と
同
歌
で
あ
り
、
催
馬
楽
日
の
新
年
は
、
続
日
本
紀
天
平
十
四
年
正
月
十
六

日
条
の
「
琴
歌
」
と
同
歌
と
い
う
、
各
々
小
異
は
み
ら
れ
る
が
、
同
様
の
歌
の
多
様
な
歌
い
変
え
の
姿
と
理
解
し
て
お
く
。

(
6
)
蒲
生
美
津
子
「
催
馬
楽
の
音
階
l

律
と
日
|
」
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
平
成
二
年
五
月
号
が
、
す
で
に
絃
歌
に
目
を
と
め
て
、
「
絃
歌
は
、
催
馬

楽
の
初
期
の
形
を
表
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
」
と
指
摘
す
る
。

ま
た
永
池
健
一
一
「
広
井
女
王
「
催
馬
楽
歌
」
存
疑i
催
馬
楽
歌
考
序
説
(
こ
l

」
『
日
本
歌
謡
研
究
|
現
在
と
展
望
』
和
泉
書
院
一
九
九
四
年
は
、

催
馬
楽
を
〈
原
催
馬
楽
〉
と
〈
雅
楽
催
馬
楽
〉
と
に
区
分
し
て
、
絃
歌
・
琴
歌
の
饗
宴
歌
群
の
中
の
原
催
馬
楽
か
ら
雅
楽
催
馬
楽
が
生
み
出

さ
れ
た
と
見
通
し
を
立
て
た
。
論
の
焦
点
は
そ
う
し
た
見
通
し
の
中
で
、
広
井
女
王
の
歌
う
催
馬
楽
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
絞

ら
れ
て
い
く
。
た
だ
、
琴
歌
と
絃
歌
の
そ
れ
ぞ
れ
の
性
質
に
言
及
が
な
い
。
ま
た
、
本
論
で
触
れ
た
よ
う
な
万
葉
集
の
琴
歌
と
の
関
係
に
つ

い
て
の
論
及
が
一
切
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
広
井
女
王
の
歌
う
歌
の
質
や
宮
廷
に
っ
た
わ
る
琴
歌
の
質
を
み
る
と
き
の
不
足
点
と
み
な
せ

る
。
ま
た
、
琴
歌
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
琴
歌
譜
へ
の
言
及
が
な
い
点
も
不
足
と
考
え
る
。
さ
ら
に
催
馬
楽
歌
の
個
々
の
内
容
に
立
脚
し
た

視
点
を
も
た
な
い
た
め
に
各
歌
と
論
の
見
通
し
の
関
連
性
が
皆
目
み
え
ず
具
体
性
を
欠
い
て
い
る
。
し
か
し
示
唆
す
る
所
も
少
く
な
い
。

(
7
)
催
馬
楽
の
演
奏
さ
れ
る
か
た
ち
の
定
ま
り
に
は
、
こ
う
し
た
楽
譜
の
定
着
や
、
時
代
感
覚
ま
た
御
遊
や
宴
の
状
況
に
よ
っ
て
絃
お
よ
び
管
絃

の
形
式
が
あ
り
え
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
つ
ぎ
に
あ
げ
る
記
事
は
そ
う
し
た
経
緯
を
窺
わ
せ
る
例
。

O

夏
四
月
辛
未
朔
。
天
皇
御
一
一
紫
色
辰
殿
一
、
皇
太
子
入
観
。
思
蓋
頻
下
。
群
臣
具
酔
。
殊
召
二
従
四
位
下
藤
原
朝
臣
雄
敏
一
(
*
藤
原
貞
敏
の
こ
と
)

令
レ
弾
一
一
琵
琶
一
。
後
令
下
二
諸
大
夫
知
レ
音
者
一
。
逓
吹
一
一
笠
笛
一
弾
一
一
琵
琶
一
。
更
奏
中
歌
謡
上
。
日
暮
賜
レ
禄
有
レ
差
。
(
『
続
日
本
後
紀
』
仁
明
天

皇
承
和
十
三
年
八
四
六
年
)
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O
夏
四
月
辛
巳
朔
。
帝
御
一
一
南
殿
一
。
賜
二
宴
侍
臣
一
。
次
侍
従
被
レ
召
。
侍
一
一
右
杖
下
一
。
左
右
近
衛
逓
奏
一
一
音
楽
一
。
日
暮
酒
酎
。
親
王
公
卿
従

一
一
席
御
前
一
。
各
奏
一
一
統
一
竹
一
。
坐
歌
起
舞
。
(
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
二
年
八
六

O
年
)

(
8
)
「
な
に
そ
も
そ
」
に
つ
い
て
は
、
彰
考
館
文
庫
本
や
断
簡
に
つ
い
て
の
論
が
あ
る
。
久
保
木
哲
夫
「
新
出
断
簡
催
馬
楽
「
な
に
そ
も
そ
」
考

ー
「
源
氏
物
語
」
竹
河
巻
に
も
関
連
し
て
」
都
留
文
科
大
学
研
究
紀
要
見
集
二
O
O

三
年
に
詳
し
い
。
ち
な
み
に
、
「
き
ぬ
か
も
わ
た
か
も
」

と
い
う
表
現
は
、
万
葉
時
代
か
ら
す
で
に
み
ら
れ
る
も
の
で
、
民
間
歌
謡
の
息
吹
を
感
じ
さ
せ
る
常
套
的
な
表
現
と
み
ら
れ
る
。

万
葉
集
巻
十
四
・
三
三
五
一

筑
波
祢
か
由
伎
可
毛
布
良
留
伊
奈
子
可
母
加
奈
思
吉
見
呂
我
か
努
保
佐
流
可
母

筑
波
嶺
に
雪
か
も
降
ら
る
い
な
を
か
も
か
な
し
き
児
ろ
が
布
乾
さ
る
か
も

(
9
)
『
催
馬
楽
譜
』
天
理
図
書
館
蔵
建
久
八
年
二
月
一
日
奥
書
(
二
九
七
年
)
綾
工
事
信
俊
筆

『
催
馬
楽
略
譜
』
一
四
四
九
年
源
有
俊
判
元
文
三
年
(
一
七
三
八
年
)
写

『
神
楽
催
馬
楽
注
秘
抄
』
綾
小
路
有
俊
元
明
元
年
(
一
四
六
九
年
)
写

(
叩
)
『
続
日
本
紀
』
天
平
六
年
(
七
三
四
)
一
一
月
一
日

一
一
月
発
巳
朔
。
天
皇
御
朱
雀
門
覧
歌
垣
。
男
女
二
百
冊
齢
人
。
五
品
己
上
有
風
流
者
皆
交
雑
其
中
。
正
四
位
下
長
田
王
。
従
四
位
下
栗
栖
王
。

門
部
王
。
従
五
位
下
野
中
王
等
震
頭
。
以
本
末
唱
和
。
矯
難
波
曲
。
倭
部
曲
。
浅
茅
原
曲
。
贋
瀬
曲
。
八
裳
刺
曲
之
音
。
令
都
中
士
女
縦
観
。

極
歓
而
罷
。
賜
奉
歌
垣
男
女
等
椋
有
差
。

(
日
)
女
王
の
周
囲
の
そ
う
し
た
伝
統
あ
る
歌
謡
の
環
境
を
伺
わ
せ
る
も
の
に
つ
ぎ
の
記
事
が
あ
る
。

皇
太
子
観
レ
於
二
板
房
一
。
於
レ
是
尚
侍
継
子
女
王
等
侍
一
一
内
宴
。
奏
二
琴
歌
一
。
賜
レ
禄
(
日
本
紀
略
)
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